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５・６年生をやる気にさせる小学校英語活動
－ －学級担任が指導する国際理解を重視した活動の工夫

《研究の概要》

本調査研究は、県内外の小学校英語活動の現状について調査し、国の動向等を踏まえつ

つ課題となる点を整理し、それらの課題の解決策について研究したものである。具体的に

は、３つの課題それぞれを解決するための基本的な考え方（コンセプト）に沿って活動展

開例等を作成し、現状における望ましい小学校英語活動の姿と児童をやる気にさせる方策

について提言するものである。

Ⅰ これが、これからの小学校英語活動だ！

１ 実践例「ニューヨークは今何時？」

「テレビでは、朝からニューヨークヤンキース

の試合を放送しているけれど、アメリカ人は朝早

くから野球をやっているの？」と、担任のＴ先生

が問い掛ける 「時差があるからだよ 」と答え。 。

る児童。

しかし“What time is it in New York now?”

というＴ先生の質問に対して、児童は英語の意味

は分かるものの、ニューヨークの時刻を答えるこ

とはできない。日本とニューヨークとの正確な時

差については、分かっていないらしい。

＜時差時計を使って各都市の時刻を調べるところ＞

そこで登場したのが 「時差時計 。世界の都、 」

市の時刻が一目で分かるスグレモノ 「ニューヨ。

ークの時刻が分かった！」と感動する児童、ある

いは 「なんで時刻が違うのだろう 」と疑問を、 。

抱く児童。遠く離れた外国の時刻を考え、それぞ

れの生活に思いを馳せることで、いろいろな都市

の時刻を知ろうとする好奇心がふくらんできた。

そして、ニューヨーク以外の都市についても、

“What time is it in（都市名）now?”の表現を

使って友達同士で調べていった。

＜諸外国の時刻を尋ね合う児童＞

活動の最後は 「…そうだね。よくいろいろな、

ことに気付いたね。同じ地球でも、世界の人たち

は、それぞれ異なった時間帯で生活しているんだ

ね。だから、外国に電話を掛けるときなど、相手

の国が今何時なのか考えてあげないと… 」とい。

うＴ先生のまとめの言葉で締めくくられた。

２ 活動を支える３つのコンセプト

(1) 知的好奇心を刺激する

高学年の児童をやる気にさせるために、地球の

自転や太陽との位置関係などについて興味をふく

らませながら活動できるよう、日本とニューヨー

クの間の時差を題材として取り上げた。教室の中

に時計があり、全員の児童が現在の時刻を知って

いる状況では “What time is it now?”の表現、

を使う必然性がなく児童もコミュニケーションを

図ろうとする意欲がわかないことが多い。一方、

知的好奇心を背景に実際に分からない外国の時刻
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を聞くことは、児童にとって数倍も新鮮だ。自分

たちで作った時差時計を駆使して、生き生きと目

を輝かせながら取り組んでいた。

＜その他の教材＞

(2) 国際理解を重視する

Ｔ先生は、国際理解重視という考え方を十分に

踏まえ、外国に電話を掛けたりするときなどは相

手の国の時刻を配慮するという国際社会のマナー

について児童自身が気付くよう活動を進めてい

た。児童は、そうしたマナーだけではなく国と国

との間には基本的に時差があることや、アメリカ

やロシアなどでは国内にも時差があり、そういっ

た地域の人々は、日本に比べ時差を身近に感じな

がら生活しているということなどを理解した。

(3) 学級担任が自信をもって指導する

児童の実態を最も的確に把握しているにもかか

わらず、これまでの英語活動では、ＡＬＴの陰に

隠れがちだった学級担任。現場の教師からは、英

語指導の経験の少ない学級担任が自信をもって指

導することは難しいといった意見も出されてい

た。

そこで、学級担任が一人でも指導できるように

全ての発問や指示を明記した台本形式の活動展開

例を作った 「単独で英語活動の指導をするのは。

。」 、今回が初めて という授業者のＴ先生だったが

初めてとは思えないような指導ぶり。もちろんＴ

先生の力量があってのことだが 授業後には 活、 、「

動のねらい達成に向けて台本のとおり言えばよい

ので、とても指導しやすかった 」といった感想。

も得られた。

活 動 内 容
ねらい

３ 授業で使ったものはこれだ！

(1) 活動展開例

学級担任が中心となって授業を行うことが可能になるよう、台本形式のものを作成し全発問や指示を

細かく示した。

「ニューヨークは今何時？」（時差） 活動展開例

【ねらい】

いろいろな都市の時刻を聞いたり答えたりしながら、積極的に英語を使ってコミュニケー

コミュニケーションを図ろうとする。ション活動

時差があるために、世界の人々がそれぞれ異なる時間帯で生活していること

、 。 、言語・文化の や 東西に広い国では国内にも複数の時間帯があることなどを理解する また

常にお互いの時差を考慮しながら、相手の時刻を考えて行動することは国際社理解

会のマナーのひとつであることに気付く。

【主な言語材料】

・What time is it in (New York) now ? It's (11:00).

【準備】

時差時計、クリップ 、ワークシート 「自由の女神像」の写真 「正時を示す時計」の絵教 師 、 、

はさみ児 童

【展開】

予想される児童の反応時間 教師の動き留意点

１ 英語であいさつを １ 元気よくあいさつをする。

する。



- 3 -

Hello, everyone. How are you?明るく元気な雰囲

を作る。

Hello.

I'm fine. (good, OK, so so, tired, hungry,... .... )

５分 ２ 「自由の女神像」 ２ 「自由の女神像」の写真を使って発問する。

がニューヨークにあ

What is this?ることを知る。

ニューヨークに興

＊すぐに答えが分からないよう、少しずつ写真を見せていく。味をもたせる。

自由の女神

Yes. Good. This is 自由の女神.

Where is this?

In Tokyo? In Osaka? In Australia?.. .. ..

アメリカ

America,. .. ... ..good. Where is it in America?

（アメリカのどこだと思う）

(2) 指導資料

指導者用に国際理解との関わりや、各教科等との関連、言語材料の扱い方について解説した。

「ニューヨークは今何時？」 指導資料

【題材の概要】

「時差」は、高学年の児童にとって各都市の時刻に興味をもちながら、かつ「What time

is it in ～ now?」の表現を使うことに必然性を感じながら学習できる題材である。多く

の児童は、テレビの衛星放送をはじめ様々な場面を通して日本と外国の時刻とが異なるこ

とを知っている。本時では、児童が日常生活の中で最も身近に時差を感じる場面として、

アメリカ（ニューヨーク）からの大リーグの衛星放送の例をあげている。時差時計を使っ

て、ニューヨークと日本との時刻が異なることを理解させながら、地球の自転や太陽との

位置関係などを背景に他の都市にも興味をもたせていく。また、広い国では国内にも時差

があり、電話を掛ける際などにも相手の立場を考えなければならないことなどを理解させ

ることができる。

【国際理解との関わり】

児童は、国によって「時差」があることを知り、世界の国や地域が日本人と異なる時間

帯で生活していたり、ひとつの国の中にも「時差」が存在したりして、それが生活習慣に

どのような影響を与えているのかを理解することができる。このことを通して、児童は、
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世界にはいろいろな国や地域、様々な文化、価値観が存在することに興味・関心をもち、

それらを尊重する心情や態度の素地を培っていく。

【各教科等との関連】

社会科・・・国土の位置、我が国と関係の深い国の生活

＊学校の実態に応じて活用してください。【題材内容との関連事項】

＜サマータイム＞

緯度が高い国が、日照時間の長い夏の時間を有効に使うことを目的とした制度である。

時刻を１時間早めることで、ＣＯ の削減につながることから最近では環境問題の面から２

も注目されている制度である。また、北半球と南半球とでは季節が異なることから、例え

ばアメリカで実施していても、オーストラリアでは実施しないことなどにふれてもよい。

日本は議論を重ねながらも、今のところ実施する予定はない。

＜日付変更線＞

地球表面に引かれた架空の線で、北極から南極まで経度180度の海上に設けられている。

旅行者が、この線を西から東に通過するときは日付を１日戻し、逆に東から西へ通過する

ときは日付を１日進めることになっている。 日本は、日付変更線のすぐ西側にあるため、

世界の中でも日付が変わるのが早い国になっている。

www011.upp.so-net.ne.jp/web/cam.htm＜インターネット「世界の窓」の紹介＞

世界各地の映像（静止画像）をリアルタイムで見ることができるサイトである。児童は

様々な都市の生の様子を見ることで 「時差」についてより身近なものとして実感できる。、

(3) 時差時計、ワークシート、「自由の女神像」

の写真、時計の絵。

Ⅱ 調査研究の流れ

１ 本テーマを設定した経緯

平成10年に告示された学習指導要領で 「総合、

的な学習の時間」が導入され、横断的・総合的な

課題の一例として「国際理解」が示された。その

中で、外国語会話等を行うときの配慮事項が示さ

れたことなどから 「総合的な学習の時間」の活、

動として「英語活動」を位置付ける小学校が全国

、 「 」的に増え 群馬県でも多くの小学校が 英語活動

に取り組むようになり、現在では全ての小学校で

実施されている。

しかし、その実態は様々であり、それぞれの学

校や自治体が独自の考え方で英語活動に取り組ん

だ結果、歌やゲーム、リズム遊び、実践的コミュ

ニケーション能力の育成をねらいとした中学校の

英語学習に近いものなど、活動の内容は多岐に渡

っていた。

そうした中、平成13年に文部科学省から「小学

校英語活動実践の手引」が出され、ねらい、指導

上の留意点、扱う言語材料の例、実践事例などが

具体的に示された。特に「ねらい」の中では、言

語習得よりも、興味・関心や意欲の育成を主な目

的とし、同時に、児童に負担感や英語に対する嫌

悪感をもたせないようにするために、子どもにと
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って身近な英語を教材化していくことが望ましい

とされた。

また、こうした国の動向とは別に、英語を「聞

く 「話す」を中心とする言語習得を目的（ス」、

キル重視）とした市販教材も数多く出回るように

なり、学校や自治体の中にはそれらを補助教材と

して採用するところも見られるようになってき

た。

このように小学校英語活動は 「総合的な学習、

の時間」で扱う課題の中にある「国際理解」の一

環としての取組を機に始まり、児童の外国の人に

対する違和感を取り除くなど、それなりの成果を

あげてきてはいるものの、学校現場では様々な方

針や考え方で活動が展開されており、今なお方向

性の定まらない状況が続いていることも事実であ

る。

一方、中教審の「外国語専門部会」における審

議の状況（平成18年3月27日）に目を向けると、

今後の小学校英語活動では、言語や文化に対する

理解に視点を充てた国際理解を深めることを重視

した考え方に沿った活動が求められることが予想

される。

そこで本チームでは、小学校英語活動の現状に

ついて 「全国の状況 「群馬県の状況 「国の動、 」 」

向」の３つの観点から調査研究を行い、望ましい

小学校英語活動の姿について調査研究することと

した。

２ 調査内容

具体的な調査方法として次の方法をとった。

○ 文部科学省が実施した各種調査の考察

・ 小学校英語活動実施状況調査（平成17年度）

・ 小学校における英語教育に関する研究開発学

校の取組状況（平成17年度11月現在）

・ 構造改革特別区域研究開発学校設置事業にお

ける小学校の英語教育の取組状況（全55件）

・ 小学校の英語教育に関する意識調査（平成16

年度）

○ 中教審の「外国語専門部会」における審議の

状況（平成18年3月27日）の解釈

○ 群馬県内の市町村教育委員会への聞き取り調

査

○ 文部科学省への問い合わせ

○ 先進校視察（昭和女子大学附属昭和小学校）

(1) 全国の状況

ア 実施時数及び内容

平成17年度は、公立小学校の総合的な学習の時

間において約８割の学校が英語活動を実施してお

り、特別活動も含め何らかの形で英語活動を実施

している学校は93.6％に及んでいる。年間の平均

授業実施時数は、学年が上がるにつれ増える傾向

、 。にあり 最も多い６年生では13.7単位時間である

また、英語活動を実施している学校のうち、97.1

％が 歌やゲームなど英語に親しむ活動 に 94.「 」 、

8％が「簡単な英会話（挨拶や自己紹介など）の

練習」に取り組んでいる。また、73.0％が「英語

の発音の練習」を行っている。

イ 意識調査の結果

４年生と６年生を対象に実施した平成16年度の

小学校の英語教育に関する意識調査では、およそ

74％の児童が「英語活動が好き」と答えている。

しかし、裏を返せば残りの26％の児童は、英語活

動が好きではないということにもなる。

ウ 高学年に共通した課題

学年が上がるにつれ、次のような理由から英語

活動に対する意欲が次第に低下していく傾向が見

られる。

(ｱ) 発達段階に起因するもの

歌やリズム遊びなどの活動に対して「恥ずかし

さ」や「照れ」を感じるようになる。

(ｲ) 内容に起因するもの

低学年から取り組んでいる英語活動の内容が歌

やゲームなどに偏り、マンネリ化していることな

どから、活動に対して「新鮮さ」が感じられなく

なり、逆に「物足りなさ」を感じるようになる。

エ 文科省指定の研究開発学校等の取組

文部科学省指定の研究開発学校や構造改革特別

区域にある小学校では 「英語科」や「英語活動、

科」などの名称のもと教科として取り組んでいる

ところもある。これらの取組の特徴として、国際

理解を深めることやコミュニケーション能力の育

成を目的とした活動が多い点があげられる。一方

で、６年生で中学校１年生の英語の指導内容を扱

う、いわゆる「前倒し」の指導を行っているとこ

ろもあり、学習内容が理解できないために英語が

嫌いになる児童を生み出してしまった例もある。

(2) 群馬県の状況

ア 実施時数及び内容

平成17年度の小学校英語活動実施状況調査の結

果、群馬県内の全ての小学校（340校）で英語活

動が実施されていることが分かった。年間の平均

では、低学年で８～９単位時間、中・高学年で13
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～14単位時間程度実施されている。

また、活動内容に関わる実態としては、300校

以上の学校が 「歌やゲームなど英語に親しむ活、

動」や「簡単な英会話（挨拶や自己紹介など）の

練習」などの活動を取り入れていることが分かっ

た。一方 「交流活動など実体験を通じて英語や、

異文化に触れる活動」については、学年が上がる

につれて取り入れている学校数が増えているもの

の、最も多い６年生でさえ122校であり、国際理

解に関する活動を取り入れている学校は比較的少

ないことが分かった。

イ ＡＬＴの活用状況

ＡＬＴの活用状況については、同調査の結果か

ら、全学年を通して、英語活動の92.9％を学級担

任が指導しており、そのうち76.0％の時間を市町

村配置のＡＬＴとのＴＴで行っていることが分か

った。見方を変えれば、ＡＬＴに対して依存して

いる度合いが高いことが言える。一部には、ＡＬ

Ｔの学校訪問があったときのみに英語活動を行っ

たり、ＴＴでありながらも学級担任がほとんど指

導に関わっていない現状も見受けられる。

ウ 各市町村における取組

県内の各市町村への取組調査の結果では、平成

18年度の主な取組として 「年間指導計画や指導、

案の作成 「ＡＬＴとのＴＴを円滑に進めるた」、

めのマニュアル作り 「教材開発」の３つであ」、

ることが分かった。なお教材の特徴としては、ス

キル面での効果をねらいとしている点があげられ

る。

(3) 中教審の「外国語専門部会」における審議の

状況（平成18年3月27日）

中教審の外国語専門部会では、小学校英語教育

の目標について主に次の２つの考え方を示してい

る。

＜英語のスキルをより重視する考え方＞

小学校段階では、音声やリズムを柔軟に受け

止めるのに適していることなどから、音声を中

心とした英語のコミュニケーション活動や、Ａ

ＬＴ（外国語指導助手）を中心とした外国人と

の交流を通して、音声、会話技術、文法などの

スキル面を中心に英語力の向上を図ることを重

視する考え方。

＜国際コミュニケーションを重視する考え方＞

小学校段階では、言語や文化に対する関心や

意欲を高めるのに適していることなどから、英

語を使った活動をすることを通じて、国語や我

が国の文化を含め、言語や文化に対する理解を

深めるとともに、ＡＬＴや留学生等の外国人と

の交流を通して、積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度の育成を図り、国際理解を

深めることを重視する考え方。

外国語専門部会ではこれらの２つの考えを総合

的に勘案した結果、何のために英語を学ぶかとい

う動機付けを重視することと、言語やコミュニケ

ーションに対する理解を深めることで国語力の育

成にも寄与するとの観点から 「スキル重視の考、

え方」の側面も考慮しながら 「国際コミュニケ、

ーションをより重視する考え方」を基本とするこ

とが適当であるとする考え方を示している。

以上のことから、望ましい小学校英語活動とは

次のように考える。

○ 国際理解を深める活動を通して、英語を使

うことに興味をもたせ、中学校から本格的に

英語を学ぶことに対して意欲や動機をもたせ

るためのものである。

○ 将来、英語を使っていろいろな国の人々と

交流するときに、お互いの国の文化を尊重し

認め合ったり、自国の文化に誇りをもって接

することができるような態度を育てるための

ものである。

そして、こうした活動を行うためには、児童が

積極的に周囲の人間とコミュニケーションを図ろ

うとする場面を作るとともに、外国の言語や文化

を理解し認め合ったり、日本文化の良さを見直し

たりすることができるような内容を扱うことが求

められる。

３ 調査結果から見える３つの課題

調査の結果から、小学校英語活動に関して様々

な課題があることが分かった。そこで本チームで

は、望ましい小学校英語活動を実践するために今

後早急に解決していかなければならない課題を次

の３点とした。

(1) 高学年児童の意欲の低下

前述の「全国の状況」で示したように、高学年
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になるにつれ、児童の英語活動に対する意欲が低

下していく傾向にある。

意欲が低下したままの状

態で英語活動に取り組ま

せることで、多くの「英

語嫌い」を生み出す危険

性をはらんでいる。

(2) 国際理解の視点が不十分な活動

現状の小学校英語活動では、スキルを重視した

活動が主流となっており、言語や文化に対する理

解をねらいとした活動は少ないということが言え

る。英語活動に意欲的に取り組んでいる学校や自

治体においても、児童が生き生きと活動している

ものの、国際理解の視点に欠けた活動を行ってい

。 、る場合が多い そのため

現場の教師にとって 国、「

際理解を 深める英語 活

動」の授業をしっかりイ

メージすることが必要で

あると考える。

(3) ＡＬＴ任せの活動

国際コミュニケーション能力の育成という小学

校英語活動のねらいを踏まえると、児童が英語を

使って友達や教師、ＡＬＴなど多くの人と積極的

にコミュニケーションを図ろうとする意欲や態度

が求められる。そうしたとき、一人一人の児童の

能力や興味、児童相互の人間関係など、学級の実

態を最も的確に把握している学級担任が積極的に

指導に当たることが望ましいと考えられる。さら

に、今後ある程度のまとまった単位時間数の英語

活動を実践していく場合、学級担任が単独で指導

しなければならない時間が増えることも予想され

る。

こうしたことから、今後は学級担任がＡＬＴに

頼りすぎることなく、ＴＴにおいて積極的に役割

を果たしたり、単独で指導したりすることが強く

求められるようになり、

同時に、そうした指導

が可能となるような活

動例や教材等の開発が

必要になってくるもの

と考える。

４ 課題を解決するための３つのコンセプト

で述べた３つの課題を解決するためには、「３」

５・６年生の学級担任がすぐに使える活動展開

例、指導資料、その他具体的な教材を示す必要が

あると考えた。そして、それらを作成する上での

コンセプトについて、次のように考えた。

(1) 知的好奇心を刺激する

児童が活動内容や新たに得られる情報に興味や

関心をもち、知的好奇心を刺激されるような内容

を取り上げるようにした。単に英語を話すことを

目的とするのではなく、児童が興味のある知識や

情報を得ようとする際に、必然性を感じながら英

語を使うことができるような構成とした。

(2) 国際理解を重視する

言語理解、文化理解といった国際理解の内容を

十分に盛り込み、学級担任にとって国際理解を深

める英語活動をイメージしやすいように配慮し

。 、 、た 具体的には 世界各国の様々な文化を理解し

それらを認め尊重する心を育てたり、日本の文化

に誇りをもたせたりするような内容を扱うこと

で、国際感覚を身に付けた日本人を育成できるよ

うにした。

(3) 学級担任が自信をもって指導する

学級担任が積極的に個に応じた適切な指導・支

、 、援を行うためには 学級担任が一人で指導したり

ＴＴにおいても中心的な役割を果たしたりするこ

とが必要である。そのために、学級担任が自信を

もって指導できる活動展開例等を作成することに

した。

ア 活動展開例

学級担任が、児童に対して自信をもって英語の

表現を練習させたり、明確な発問や指示を出した

りすることができるよう、教師の全ての発話部分

（ ）。を明記した台本形式のものとした 指導案参照

イ 指導資料

題材と国際理解との関連性や、言語材料の扱い

方などについて説明し、題材に対して学級担任が

理解を深められるようにした。また、必要に応じ

て学級担任の専門性を十分に生かせるよう各教科

等との関連も示した。

ウ ワークシート、挿し絵、写真等

学校で印刷してそのまま使えるように、ほとん

どの教材をＡ４サイズで作成した。

これらの３つのコンセプトを柱にして活動を組

み立てることが、児童のやる気を引き出し、望ま

しい小学校英語活動につながると考えた。なお、

ここに示した題材は、ＡＬＴとのＴＴでも活用す

ることが可能であり、特に国際理解を深める場面
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やコミュニケーション活動の場面などで効果的で

ある。

Ⅲ 検証授業

協力校に検証授業を依頼し、前述した活動展開

例や指導資料、ワークシート等が活動のねらい達

成に向けて役立つものかどうかを検証した。そし

て、授業及び授業研究会等の結果をもとに活動展

開例等に修正を加え、望ましい小学校英語活動を

組み立てるためのコンセプトを実現するための方

策について提言することとした。なお、検証授業

の概要は以下のとおりである。

＜検証授業＞

実施時期 題材名 実施学年 活動の様子

アメリカ大リーグの衛生中継の様子を手がかりにして、

平成18年８月 ニューヨークは ６年生 ニューヨークと日本との間に時差があることを知った。そ

今何時？ の後、ニューヨーク以外の都市にも興味を示し、時差時計

。を使いながらいろいろな都市の時間を積極的に調べていた

【主な英語表現】 What time is it in New York now?

友達との会話を通して シュークリーム テンポ レ「 」、「 」、「

平成18年11月 「てんぷら」の ５年生 ントゲン」など身近に使われている外来語の由来を調べて

生まれ故郷は？ いた。最後に、必要以上に外来語を使うことの不自然さや

日本語の良さにもふれていた。

【主な英語表現】 Where are（シュークリーム）from?

「 、 」世界に70以上ある 太陽や星 月など天体を扱った国旗

、 。これは、どこの ６年生 の中からいくつかの国旗を選び それぞれの由来を調べた

国旗？ 児童は、いろいろな国の人々の思いにふれたり、環境や生

活について考えていた。

【主な英語表現】 Is this the sun?

「牛肉は好きですか 」などの質問を英語で言いながら。

平成18年12月 牛肉は好きです ６年生 様々な国の食文化の違いを調べ、宗教や環境の違いについ

か？ て考えた。また、刺身や寿司の例を取り上げながら日本食

の良さについても考えていた。

【主な英語表現】 Do you like beef?

世界各国の学校が新学年を迎える時期について調べ、世

新学年はいつか ５年生 界では「９月始まり」が最も多いことや、南半球の国では

ら？ 季節が異なることを知った。最後に、各国の学校のことに

ついて分かったことを日本語で発表した。

【主な英語表現】 When does school start?

東アジアや東南アジアを中心に世界にはいろいろなジャ

、 。平成19年２月 外国のジャンケ ６年生 ンケンがあることを知り 英語を使って友達を誘っていた

ン に挑 戦 しよ また、それぞれの国のかけ声でジャンケンを行うことで英

う！ 語以外の言語にもふれることもできた。

【主な英語表現】 Let's play janken.

１ ３つのコンセプトは実現したか

(1) ５・６年生の知的好奇心を刺激することができ

たか

国際理解を重視した内容を取り上げ、ワークシ

ートに示された異なる情報を児童に与え、お互い

の情報に興味がもてるようにした。例えば 「こ、

れは、どこの国旗？」という題材では、一人一人

の児童が異なる国旗を持ちながら、太陽や月など

それぞれの国旗に描かれたデザインについて質問

したり教えたりすることで、デザインの由来や国

。 、旗制定の理由などに興味を示していた とりわけ

ある特定の地域において同じ星座が描かれている



- 9 -

ことについては大きな関心を寄せていた。実際に

英語を使う場面では、デザインされたものが何で

あるのかを確認しただけで、全ての疑問が解決し

、 、たわけではなかったが 活動の後も多くの児童が

様々な国旗に対して興味や関心をふくらませてい

った。他にも、食べ物や外来語など日ごろ身近に

感じているものや、他教科との関連が深いものに

興味を示していた。また、コミュニケーション活

動においても、英語を情報伝達のための手段のひ

とつととらえ、英語を使って意欲的に新しい知識

や情報を得ようとする児童の姿が随所に見られ

た。これらのことから、高学年の児童の知的好奇

心を刺激することができ、５・６年生のやる気を

引き出せたものと考える。

(2) 国際理解重視の活動が行えたか

児童は、活動を通して様々な観点から国際理解

を深めることができた。各国の新学年を扱った授

業では、各国の新学年が始まる時期を調べること

で、学校生活が国や地域によって異なることやそ

の良さについて知ることができた。また、食文化

の違いを扱った授業では、いろいろな宗教の考え

方を尊重したり、日本の食文化の良さについて見

直したりする場面が

見られた。

一方、現場の教師

に対しても国際理解

を深める英語活動の

在り方について、十

分に伝えることがで

きた。ただ、指導内容が多すぎることで、コミュ

ニケーション活動にかける時間が少なくなってし

まったり、教師の指示がぶれたりしたことなどか

ら、指導内容を精選することの必要性を感じた。

(3) 学級担任が自信をもって指導することができ

たか

活動展開例が台本形式になっていたことで、学

級担任はそれぞれの指導場面で安心して指導に当

たっていた。そのため、個に応じた適切な指導、

支援を行う余裕も見られた。実際に指導に当たっ

た学級担任からも活動展開例や指導資料等があっ

たために指導しやすいとの感想を得ることができ

た。このように、児童の実態を最も的確に把握し

ている学級担任が自信をもって指導したことで、

必要に応じて児童の興味や関心に応じた話題を取

り上げたり、児童の反応を見ながら一人一人の個

性を生かしたりするなど児童の実態を十分に把握

し臨機応変に対応する場面が随所に見られた。そ

のことにより、児童も個性や持ち味を十分に発揮

でき、より一層やる気をもって取り組んでいた。

２ 検証授業全体を通して

(1) 指導する際の留意点

検証授業を通して、次のことに留意する必要が

あることが分かった。

○ どのような知的好奇心をどのように刺激す

るのかを 「ねらい」と「指導資料」をよく、

読んで明確にしておくこと。

○ 児童一人一人が、具体的に何をどのように

理解し、どのような思いをもつことが国際理

解を深めることにつながるのかを指導資料等

をよく読んで明確にしておくこと。

○ 上記の内容について、児童一人一人の実態

を踏まえて指導の構想を練っておくこと。

(2) スキルの扱いについて

国際理解を重視した英語活動の中で、スキルを

どの程度扱うべきか、あるいはどのように扱うべ

きかという観点からも検証した。なぜなら、従来

の英語活動のほとんどが、英語のあいさつや歌、

ゲームなどで始まる形をとっており、学校現場の

教師にとって、活動の中でスキルと国際理解との

バランスについてイメージすることが難しいと考

えたからである。

全ての検証授業を通して 「スキル重視ではな、

」 、 。い英語活動 について 次のような考えに至った

コミュニケーション活動を行う前に英語表現

の練習は取り入れるものの、実際の会話の場面

では、積極的にコミュニケーションを図ろうと

する態度を優先し、いわゆるフルセンテンスと

いわれるような正確な言い回しや、正しい発音

のみを求めないようにするものである。

スキルを重視しないということは、言語材料の

練習を一切行わないということではない。児童が

自信をもって積極的にコミュニケーション活動に

取り組み国際理解を深められるよう、ある程度の

練習は必要であると考えるが、あくまでも国際理

解や積極的にコミュニケーションを図ろうとする

態度を重視することが大前提である。従って、児
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童が英語を使用する際に、英語の正確さなどを決

して求めない教師の姿勢が大切である。つまり、

教師がしっかり活動のねらいを踏まえた上で、英

語表現の練習の位置付けを工夫する必要があるの

である。

(2) コミュニケーション活動について

全ての活動において児童の知的好奇心を刺激

し、なおかつ国際理解を深められるような内容を

扱ったため、意欲的に活動する児童の姿が随所に

見られた。

また 「Excuse me.」で話し始め、会話の最後、

に 「Thank you.」と言うなど、相手を気遣った、

り思いやったりするためのコミュニケーションを

図る上でのマナーを身に付けることもできた。

(3) 文字の扱いについて

コミュニケーション活動で用いる言語材料を黒

板やワークシートに示しておくことで、児童がそ

の後の活動を円滑に進められることが分かった。

ただ、原則として読む指導は行わず、英文を見せ

る程度であるが、児童なりに音声と文字を結びつ

けて言語材料を安心して使っている姿が見られた

のである。すなわち、児童は耳と目を使って言語

材料を自然に使っていたのである。ただし、この

こ と に つ

い て は 十

分 に 調 査

研 究 を 行

っ て い な

い 領 域 で

あ り 、 検

証 授 業 を

通 し て 児

童 の 姿 か

ら感じたことである。

Ⅳ 提言

１ 次の３つのコンセプトを柱に組み立てた活動

が、５・６年生をやる気にさせる望ましい英語活

動の姿である。

(1) 知的好奇心を刺激する

(2) 国際理解を重視する

(3) 学級担任が自信をもって指導する

２ ３つのコンセプトを実現させるためには、次の

考えに沿って活動を組み立てることが大切であ

る。

(1) 知的好奇心を刺激する

英語活動に対する高学年児童の意欲の低下

は、活動のマンネリ化に起因している場合が多

い。そこで、高学年児童のこれまでの生活体験

や各教科等における学習経験と関連させながら

て 「どうしてそうなるの？ 「もっと知りた、 」

い 「なるほど、そういうことだったのか 」。」 。

というような思考を働かせることができるよう

な活動を組み立てることが大切である。現状に

おける、年間の活動時数を考えると、１単位時

間の中で、児童がそうした思考を働かせること

ができるように指導方法などの工夫をする必要

がある。

例えば、それぞれの児童に知的好奇心を刺激

するような国際理解に関する異なる情報を与

え、コミュニケーション活動を通して児童の知

的好奇心が満たされるような工夫をすることな

どが考えられる。

(2) 国際理解を重視する

国際理解の一環としての英語活動を通して、

英語や外国の人への違和感を取り除き、慣れ親

しむことは大切である。しかし、今後我が国と

諸外国との関係がますます緊密になることが予

想される中では、小学校段階から一歩進んだ国

。 、際理解の視点を取り入れる必要がある それは

我が国の伝統や文化を理解し、日本人としての

誇りをもち、さらには、単に外国語を話せるだ

けでなく、外国の生活や文化、外国の人の考え

方などをしっかり理解した上で、外国の人と付

き合っていける資質・能力を養うことが必要だ

と考える。

そのために、例えば各国の国旗に対する思い

や願いにふれるなど、小学校高学年にふさわし

い一歩進んだ国際理解の視点を踏まえた題材内

容を工夫することが必要である。

(3) 学級担任が自信をもって指導する

児童一人一人の実態を把握している学級担任

が中心となって指導することが、個に応じた指

導・支援を行う上で必要である。児童は、個に

応じた指導・支援によりやる気を出すものであ

る。また、今後ＡＬＴとのＴＴの他に、学級担

任が単独で英語活動を指導する場合が増えるこ

とも想定できる。こうしたことから、校内研修

や地域の教育研究所などの研修においても、学

級担任にとって使いやすく、なおかつ自信をも

って指導できる活動展開案等を作成する必要が
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ある。

Ⅴ 今後の課題

国際理解を深めるというねらいを達成するため

に、相手がもっている自分とは異なる国際理解に

関する情報を得ていくという方針で行ってきた。

今後は自分の気持ちや、思い、感情などを伝え合

う内容でコミュニケーション活動を行う中で、国

際理解の内容を踏まえた活動例を開発していくこ

とが必要であろう。
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